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３ 自己紹介 

正副委員長 → 委 員 → 当 局（名簿順） → 事務局 

 

４ 協議事項 

⑴ 委員会所管事項の事務概要について  

前半の部 

【市民生活部】 

市民課・生活環境課 
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社会福祉課・高年介護課・健康増進課 

  【各振興局】 

後半の部 

【地域コミュニティ振興部】 

生涯学習課・文化振興課・スポーツ振興課 

【教育委員会】 

教育総務課・こども教育課・こども育成課 

 

⑵ 委員会の重点調査事項について ＜別紙１＞ 

 

⑶ 各種委員の選出について ＜別紙２＞   

 

⑷ 席次の指定について ＜別紙３＞  
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文教民生委員会重点調査事項 
2021.04.13 

 

 

１ 福祉等の充実について 

      

   ２ 医療の確保について 

      

   ３ 環境衛生について 

      

   ４ 交通安全・防犯対策について 

      

   ５ 教育をめぐる諸問題について 

      

   ６ 子ども・子育て支援について 

      

   ７ 文化財の保護と伝統文化の継承について 

      

   ８ 生涯学習について 

 

   ９ 新型コロナウイルス感染症対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜別紙１＞ 



 

各種委員の選出について 
【互選によるもの】 

名      称 員数 
選任等

種別 
氏   名 

豊岡市国民健康保険運営協議会

委員 
※委員の内から会長、会長代理を

選出 

４人 任命 

(会  長) 

(会長代理） 

 

 

豊 岡 第 ２ 清 掃 セ ン タ ー 

管 理 運 営 協 議 会 委 員 
２人 委嘱 

 

 

豊岡市パチンコ店等建築協議会

委員 
２人 委嘱 

 

 

豊岡防犯協会役員 
 ※住所が旧豊岡市の委員 
 ※委員の中から副会長、監事を選

出 

２人 選任 
（副会長） 

（監 事） 

豊岡市奨学生選考委員会委員 ２人 委嘱 
 

 

 

 

【職名によるもの】 

 
名      称 

選任等 

種別 

委 員 長 

⑴ 民生委員推薦会委員 委嘱 

⑵ 豊岡市青少年問題協議会委員 任命 

⑶ 豊岡市災害対策本部出席者 要請 

⑷ 豊岡市社会福祉協議会評議員 
委嘱 

(選任) 

⑸ 豊岡市功労者表彰審査委員会委員 要請 

⑹ 豊岡市子どもと心でつながる市民運動推進協議会会員 委嘱 

副委員長 ⑴ 民生委員推薦会委員 委嘱 

 

＜別紙２＞ 
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午前９時２６分開会 

○委員長（田中藤一郎） おはようございます。 

 それでは、定刻となりましたので、ただいまより

文教民生委員会協議会を開会いたします。 

 おはようございます。改選後の初めての常任委員

会ということで、改めて今回、委員長に拝命いただ

きました田中です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 文教民生は結構、私も議員になって何回も、多い

ほうです。今回も文教の委員長ということで、非常

に私にとりましても一番大好きな委員会ですので、

時には厳しく、時には楽しく、要は市民の生活の特

に直結している部分が多いと思いますので、よりよ

い形をつくっていきたいというように思っており

ますので、どうぞご協力とご指導のほどをよろしく

お願いいたします。 

 それでは続いて、自己紹介のほうにいきたいんで

すが、本日の当局員出席についてでありますが、委

員会室の密集をできるだけ軽減するため、前半の部、

市民生活部、各振興局、健康福祉部、後半の部を地

域コミュニティ振興部、教育委員会の２つのグルー

プに分けて出席いただくことを要請しております

ので、ご了承のほうをお願いします。 

 それでは、３番の自己紹介に入ります。 

 市議会では、１１月１６日、臨時議会において役

員改選が行われ、新体制となっています。 

 当委員会の出席者全員に自己紹介をお願いした

いと思います。 

 まず、正副委員長、各委員、当局職員、最後に事

務局という順でお願いいたします。 

 なお、当局職員はマイクを使用し、お手元の名簿

順でお願いします。 

 まず、委員からですが、私は先ほど挨拶しました

田中藤一郎です。どうぞよろしくお願いをします。 

 それでは副委員長。 

○委員（岡本 昭治） おはようございます。副委員

長を務めます岡本昭治といいます。 

 委員長も先ほど申された内容に従って、一生懸命

頑張りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○委員（前野 文孝） すみません、１回休みありま

したけど、２期目の前野でございます。どうぞよろ

しくお願いします。 

○委員（上田 伴子） おはようございます。先ほど

田中委員も言われましたけれども、本当に何回もお

世話になっております。上田伴子です。よろしくお

願いします。 

○委員（福田 嗣久） おはようございます。福田と

申します。よろしくお願いします。 

○委員（芹澤 正志） おはようございます。４月か

らに引き続きお世話になります。よろしくお願いし

ます。芹澤です。よろしくお願いします。 

○委員（義本みどり） 義本みどりと申します。よろ

しくお願いいたします。 

○委員（芦田 竹彦） 芦田竹彦でございます。昨年

に引き続いて、当委員会、お世話になります。よろ

しくお願いします。 

○市民生活部長（谷岡 慎一） 市民生活部長の谷岡

と申します。どうぞよろしくお願いします。 

○市民課長（恵後原孝一） 失礼します。市民課長の

恵後原です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○市民課参事（川崎 智朗） 市民課参事の川崎と申

します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○生活環境課長（成田 和博） 生活環境課長の成田

です。よろしくお願いいたします。 

○城崎振興局市民福祉課長（土岐 浩司） 城崎振興

局市民福祉課の土岐と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○竹野振興局市民福祉課長（岡田  貢） 竹野振興

局市民福祉課長の岡田と申します。よろしくお願い

します。 

○日高振興局市民福祉課長（川端美由紀） 日高振興

局市民福祉課長の川端と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○日高振興局市民福祉課参事（西松 秩里） 失礼し

ます。日高振興局市民福祉課参事、西松と申します。

よろしくお願いします。 

○出石振興局市民福祉課長（川口 雅浩） 出石振興

局市民福祉課長の川口雅浩と申します。どうぞよろ
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しくお願いいたします。 

○出石振興局市民福祉課参事（午菴 晴喜） おはよ

うございます。失礼いたします。同じく出石市民福

祉課参事で午菴晴喜といいます。よろしくお願いし

ます。 

○但東振興局市民福祉課長（柏木 敏高） 失礼しま

す。但東振興局市民福祉課長の柏木敏高と申します。

よろしくお願いいたします。 

○健康福祉部長（原田 政彦） 健康福祉部長の原田

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○社会福祉課長（宮田 裕史） おはようございます。

社会福祉課長の宮田と申します。よろしくお願いい

たします。 

○社会福祉課参事（大谷 賢司） 失礼します。社会

福祉課参事の大谷といいます。よろしくお願いいた

します。 

○高年介護課長（定元 秀之） 失礼します。高年介

護課長の定元といいます。よろしくお願いします。 

○高年介護課参事（和田 征之） 失礼します。高年

介護課参事の和田と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 失礼します。健康増

進課長の宮本と申します。よろしくお願いします。 

○健康増進課参事（米田 紀子） 失礼します。健康

増進課参事、新型コロナワクチン接種推進室室長を

しております米田と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○健康増進課参事（村尾 恵美） 失礼いたします。

健康増進課参事の村尾と申します。よろしくお願い

いたします。 

○健康増進課参事（三上 尚美） 失礼いたします。

健康増進課参事の三上と申します。よろしくお願い

します。 

○健康増進課参事（武田 満之） おはようございま

す。健康増進課参事の武田といいます。よろしくお

願いいたします。 

○事務局主幹（小崎 新子） 最後に事務局務めます

小崎と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（田中藤一郎） じゃあ、よろしくお願いし

ます。 

 当分の間、このメンバーで委員会審査を対応して

いただくことになっておりますので、どうぞよろし

くお願いをいたします。 

 それでは、４番の協議事項に入ります。 

 （１）委員会所管事項の事務概要について、まず、

当局から部単位で一通りの説明を受けた後、各委員

から質疑等を行っていただきたいと思います。 

 本日は、あくまで事務概要の説明であり、また、

時間が限られておりますので、当局説明及び委員会

からの質問は要点を押さえて、簡潔明瞭にお願いを

いたします。 

 なお、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用し、発言の最初に課名と名字をお願いし

ます。 

 それでは、当局からページ順に説明をお願いしま

す。 

 課長、どうぞ。 

○市民課長（恵後原孝一） まず、市民生活部のほう

から説明をさせていただきます。 

 市民課の重点事項は３項目です。各項目の概要に

沿って、進捗状況を説明いたします。 

 まず１３ページをご覧ください。１項目めは国民

健康保険事業の安定的な運営でございます。 

 現況と課題に記載のとおり、国民健康保険事業は、

国民皆保険制度の基幹的な制度として役割を担っ

ておりますが、財政状況につきましては、医療技術

の高度化や被保険者の高齢化等によりまして、１人

当たり医療費が年々増加傾向にあり、低所得者層や

高齢者層が多いという加入構造の影響もありまし

て、厳しい状況にあります。 

 それでは、１４ページ、取組の進捗状況を説明い

たします。 

 １つ目、医療費の動向です。１０月末現在、医療

費の年間推計額を６８億９，１００万円と見込んで

おります。この金額は、前年度の実績額に比べて１

億５００万円の増額となります。また、１人当たり

の医療費では２０２１年度の見込額が３８万６，３

６９円となりまして、前年度に比べ、金額で１万５，
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１３０円高く、増減率では４．１％の増となります。

前年度の１人当たりの医療費は３７万１，２３９円

で、その前の年よりも５，６０６円低くなっており

ます。これは、新型コロナウイルス感染症の影響で、

受診控えがあり、僅かに減少した形になっておりま

す。 

 このように、医療費の動向では、前年度はその前

の年よりもマイナス、今年度に入りましてプラスに

転じる状況となっておりまして、これは全国的にも

同じ動きになってございます。 

 今年度、兵庫県は県全体で１人当たりの保険給付

費の伸びを０．５％増と見込んでおります。この伸

びを、本市の１人当たりの保険給付費の伸びとして

算定いたしますと、３７万３，０９５円となります。

よって、本市の１人当たりの医療費は県の推計金額

よりもかなり高い状況となっております。 

 ２つ目の国保税の収納率の向上では、９月末現在

の現年課税分で２７．４％と、前年度同期比較で０．

３％増になっています。なお、１０月末現在での数

字が確定しておりますので、報告いたします。現年

課税分で３６．９％でございます。前年度同期比較

では０．１％減、コロナの流行前の前々年度同期と

比較しますと０．４％増と、コロナ禍の状況にあり

ながら、納付をいただいておりまして、ほぼ同じ収

納率を維持できております。 

 医療費の適正化については、例年同様に診療報酬

明細書の点検、資格審査の実施を継続して行ってお

ります。このほか、３点目に記載の医療費通知を、

今年度も年６回、奇数月に発送する予定で実施して

おります。 

 また、４点目の後発医薬品、ジェネリック医薬品

ですが、こちらの普及啓発事業では、（１）後発医

薬品利用差額通知を年２回、通知しております。８

月診療分の普及率では、７５．３８％で、前年同期

に比べて約３％増となっております。 

 それから、（２）です。後発医薬品を希望する意

思表示カードケースのほうを、保険証の更新時に併

せて配布することとしておりまして、後発医薬品の

普及啓発に努めております。 

 ５点目の特定健診及び特定保健指導については、

２０２０年度の特定健診受診率は３６．５％で、前

年度に比べて９．８％の減となっていますけれども、

これは新型コロナウイルスの感染予防行動の影響

で、健診申込みの減少やキャンセルがあったことに

よります。 

 その一方で、特定保健指導では５７．８％と前年

度より１．３％増となっております。これは、受診

者のカウントの取り方が変更になったことも要因

としてありますけれども、健診会場のほうで保健師

の声かけや面談の活動の成果によるところでもあ

ります。今年度は、集団健診では密を避けるため、

平時よりも若干少ない受付の設定としております

が、緊急事態宣言の発令中も感染対策を講じて実施

してきました。この結果、１０月末現在の特定健診

受診率は１９．７％で、前年同期と比べて約８％、

よい状況となっておりますので、最終的にも前年度

よりも回復すると見込んでおります。 

 ６点目は、傷病手当金の適切な支給でございます。

新型コロナウイルス感染症等の療養のため、勤務が

できなくなった被保険者に対して支給するもので

すけれども、今年度は今のところ、申請者はござい

ません。 

 続いて、１５ページをご覧ください。２項目めは

マイナンバーカードの取得推進でございます。 

 マイナンバー制度については、行政を効率化し、

国民の利便性を高め、公平公正な社会を実現する社

会基盤としてスタートしました。国では、２０２３

年３月末には、国民のほぼ全てが所有することを想

定した全体スケジュールを策定しております。これ

に基づいて、本市では、マイナンバーカード交付円

滑化計画により、交付体制の整備や普及推進に取り

組んでいますけれども、マイナンバーカードの普及

は本市でもですし、全国的にも進んでございません。 

 それでは、１６ページの進捗状況を説明いたしま

す。 

 まず、交付状況ですが、１０月末現在の本市の申

請率は４２．３６％、交付率は３７．２１％となっ

ています。３月末と比較しますと、申請率で７ポイ
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ント、交付率で１２ポイントとどちらも大きく伸ば

しております。これは、国が進めるマイナポイント

事業によるところが大きく、全国的にもマイナンバ

ーカードの普及に寄与しました。１０月２０日から、

マイナンバーカードの健康保険証利用の本格運用

がスタートしております。今後、利用できる医療機

関や調剤薬局が増えることが期待されております。 

 また、自動車運転免許証との一体化は、当初、２

０２６年度に予定されておりましたが、こちらのほ

うは２０２４年度末の前倒しが予定されていると

ころでございます。マイナンバーカードの利便が高

まれば、ますます普及が進むものと考えております。 

 ２つ目の出張申請受付ですが、平日の開庁時間内

に申請に来庁できない方のために、豊岡市内に拠点

を置く企業や団体等に出向いて、市民の方が来庁し

なくても申請を受け付ける事業を実施しておりま

すけれども、今年度はまだ申込みがございません。 

 ３つ目として、平日の開庁時間内にカードの受け

取りに来庁できない方に対して、昨年４月から、本

庁市民課において、事前予約があったカード受け取

りのみですけれども、窓口を木曜日の午後７時まで

延長したり、毎月第２の土曜日と翌日の日曜日の午

前９時から正午までを開庁しております。この交付

実績につきましては、記載のとおりでございますが、

毎月コンスタントに利用をいただいております。 

 続いて、１７ページをご覧ください。乳幼児等・

子ども医療費の助成でございます。 

 現況と課題に記載のありますとおり、本市の乳幼

児等及び子ども医療費助成制度につきましては、兵

庫県の福祉医療制度に基づいて、保険診療の自己負

担の一部を助成しております。 

 また、貧困の世代間連鎖の課題に対応して、生活

困窮世帯における子供の貧困対策として、本年７月

から、非課税世帯のゼロ歳から中学３年までの子ど

もの外来診療に係る医療費について、県制度に上乗

せ助成を行って、窓口負担のほうを無料といたして

おります。 

 それでは、１８ページをご覧ください。進捗状況

を説明いたします。 

 １点目です。今年度の１０月末現在の各助成の受

給者数と支払い状況については、記載のとおりでご

ざいます。 

 ２点目のゼロ歳から３歳児の医療費の無料化に

つきましては、来年７月診療分から開始を予定して

おりまして、今９月の定例会におきまして、これに

係るシステム改修費の補正予算のほうを可決いた

だきました。現在は、システム改修に着手したとこ

ろでございます。 

 市民課は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございました。 

 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 続きまして、生活環

境課の重要案件につきまして、ご説明させていただ

きます。 

 １９ページをご覧ください。ごみの減量化事業に

ついて、ご説明いたします。 

 循環型社会の構築に向けまして、ごみの減量化・

再資源化を推進しております。 

 進捗状況です。１の３Ｒ運動については、今年の

９月に家庭ごみの分別とリサイクルの手引きを改

訂、全戸に配布し、家庭ごみの分別を周知しており

ます。また、豊岡市環境衛生推進協議会の協力で、

ごみ削減の啓発動画を現在作成に向けて準備中で

す。市のホームページに貼り付けるなどして周知を

図り、啓発を推進する予定です。 

 次に、２並びに５ですが、古紙類の再生利用促進

につきましては、燃やすごみの約４０％が紙類であ

ることから、資源ごみの集団回収を推進しています。

今年度に自治会や子供会などの団体において、３２

４件の実施で、古紙類を１，０２０．４トン回収し

ていただき、補助金を交付しています。昨年同期よ

り件数は２件増加していますが、回収量は５４．６

トン減少している状況です。 

 ３の水切り運動についてです。生ごみの約８０％

は水分と言われていることから、生ごみの減量を目

指すため、水切り運動を展開しています。市広報掲

載による啓発や関係団体などと協力して、水切りの

実践を呼びかけています。 
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 ４の食品ロス対策です。事業系はもちろん家庭か

ら排出される食品ロスについても、広報等で周知を

図っています。外食時の食べきりの推奨、食品購入

前の冷蔵庫の確認など、引き続きタイミングを見計

らい啓発に努めます。 

 ６の不法投棄の防止とクリーン作戦の充実は、引

き続き自治会、各種団体、関係団体と連携を図り、

パトロール、回収の実施に努めています。 

 ７のマイバッグの持参については、昨年７月１日

からレジ袋の有料化が始まったことによりマイバ

ッグ持参率は高くなっていると思われますが、引き

続き関係団体と呼びかけを行っているところです。 

 次、２１ページ、消費者行政活性化事業について

ご説明いたします。 

 消費者トラブルの解決と消費者被害防止取組を

進めているところです。 

 進捗状況としましては、１にありますように、市

消費生活センターに寄せられた本年１０月末まで

の相談受付件数は３５２件で、救済額は３，９７３

万３，０００円となっています。今年度、特に顕著

なものとして、市役所の担当課を名のり、還付金を

返金するなどといってＡＴＭに向かわせて振込を

させる還付金詐欺が、夏以降に急増しており、実際

に被害が発生した事例もあったため、防災行政無線

により注意喚起を行いました。引き続き被害防止を

図ります。 

 新型コロナウイルス感染症関連の相談は１５件

で、在宅期間中にインターネット通販でお試しのつ

もりで商品を購入したが、定期購入になっていたな

どの相談が多く寄せられています。 

 ４の出前講座につきましては、詐欺被害の防止や

エシカル消費の啓発を内容として、区、老人クラブ

等に出向き、講座を行っておりますが、依然、新型

コロナウイルス感染症の影響により実施回数が減

少しており、今年度については１０月までに２回実

施しております。 

 ５の中学生への啓発講座は、インターネットに係

るトラブルの防止や成年年齢引下げの注意点をテ

ーマに、市内の７校で実施し、５１７人に受講いた

だきました。 

 ６の市民啓発講座は、ふだんの見守り活動の中で、

高齢者の消費トラブルを防ぐことができるように、

福祉委員と民生・児童委員の方を対象に、１１月に

但東地域、もう一回を３月に出石地域で開催する予

定です。 

 続きまして、２３ページをご覧ください。環境施

策の総合調整です。 

 今年の４月、コウノトリ共生課から生活環境課に

事務移管されました。毎年、環境基本計画に基づい

た環境報告書を作成しています。第１回及び第２回

環境審議会で、環境報告書を審議し、年内に公表を

予定しています。 

 ３の地球温暖化防止対策です。まずは、（１）の

再生可能エネルギー導入戦略の策定です。今年度、

環境省の補助事業を活用して策定することとして

おり、市民アンケート、事業者ヒアリングを実施す

るなど、現在、策定作業中です。大規模太陽光発電

所の管理運営については、市内３か所の発電所にお

いて、発電された電気を売電し、必要経費との差益

については、環境政策の事業の財源として活用して

います。 

 住宅用太陽光発電システム設置支援は、パネル１

７件、蓄電池９件、今年度から事業化しました事業

用太陽光発電システム設置支援は１件の申請を受

けています。 

 木質ペレット、まきを利用するストーブ・ボイラ

ー設置支援は、ペレットストーブが５件、まきスト

ーブは８件の申請を受け付けております。 

 住宅用太陽光発電システム設置支援、事業用太陽

光発電システム設置支援事業、木質ペレット、まき

を利用するストーブ・ボイラー設置支援事業につき

ましては、先ほど説明しました太陽光発電所の差益

により事業を行っております。 

 （７）の普及啓発です。地球温暖化防止対策に係

る省エネ推進等の普及啓発を進めてまいりたいと

考えています。市民の皆さんのふだんの行動への意

識づけ、広がりが特に必要だと考えているところか

ら、今年度も広報に３回掲載し、市民への周知を図
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っているところです。 

 少し戻っていただきまして、３の（２）のプラス

チックの削減対策事業についてご説明いたします。 

 プラスチックごみ削減対策実行計画を、事業者、

消費者、学生などによる実行計画策定委員会におい

て協議を進めています。６月に２回目、９月に３回

目の会議を開催し、本年度の策定を目指しています。

計画策定に際し、現状を把握するため、河川、海岸

のごみの現状調査をすることや市役所内でのプラ

スチックごみの削減方法の検討、これまで行ってき

たマイバッグ持参運動も引き続き、市民に向けて啓

発を行っております。プラスチックごみの排出抑制、

使用抑制を進める取組の構築に努めているところ

です。 

 参考までに、１１月２６日に第４回会議、１月の

中旬から下旬で第５回会議を予定しておりまして、

そこで策定ということで予定をしております。 

 市民生活部の説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございました。 

 以上で市民生活部の説明は終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑、ご意見等があれ

ばお願いしますけれども、改めて要点を押さえて簡

潔明瞭にお願いをいたします。どなたからでもよろ

しいです。何かあれば。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） ちょっと無知なもんで、分か

らないところがありまして、２１ページのエシカル

消費啓発っていうのがどのようなものかというこ

とと、それから、もう１点、２２ページの再生可能

エネルギーの推進というの、この再生可能エネルギ

ーというのは太陽光発電とか、そういうことでしょ

うか。ちょっと２点お願いします。 

○委員長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） エシカル消費といい

ますのが、エシカルというのが倫理的という意味で

ございまして、どういうんでしょう、倫理的にとい

うか、ちょっとまた後で、それは。 

 すみません、もう１点の再生可能エネルギーです

が、上田委員がおっしゃったとおりの太陽光のエネ

ルギーでしたり、それから、小水力ですとか風力、

そういった自然のエネルギーを活用したものが、一

般的に再生可能エネルギーというふうに言われて

います。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 太陽光はちょこちょこ見るん

ですけども、小水力についてはなかなか、私どもの

団で長野県のほうに視察に行ったことがあるんで

すけれども、それを動かしてそのようなことが実現

できるのかどうかっていうのがすごく疑問だなと。

ちょっとごめんなさい、突っ込んだ質問はしません

が、そこら辺は思います。 

○委員長（田中藤一郎） 成田課長。 

○生活環境課長（成田 和博） 小水力発電につきま

しては、水利の関係だとか、そういった利害関係が

伴うことなどによって、なかなか難しいかなという

ふうに個人的には思ってますが、現在策定中の再生

可能エネルギー導入戦略の中で、市内でどういった

ところにポテンシャルがあるかというようなとこ

ろも、戦略の中で検討といいますか、検討を進める

ことになると思います。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 そのほか、福田委員。 

○委員（福田 嗣久） １つだけ。国民健康保険事業

のとこの１４ページで、医療費の動向ちゅうのがあ

りますけれども、これは今年の年間推計が６８億９，

０００万円の予定をしている。それから、対前年度

比では１億５００万円の増、１人当たりの医療費が

２０年度の実績が３７万１，０００円、それから、

２１年度の見込みが３８万６，０００円と書いてあ

るんですけれども、ちょっと聞き漏らしたかも分か

りませんけれども、コロナ禍で通常診療が非常に控

えられてるという現象が去年から出てたと思いま

すけれども、その状況の中で、この豊岡市の国保対

象者の医療受診がどういうふうになってるのか、も

う一つは県下ではどんなふうな状況なのか。先ほど

ちょっと上向いてるというようなことをおっしゃ

いましたけど、もう一度説明をしていただけますか。 
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○委員長（田中藤一郎） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） この前年度、２０２０年

度につきましては、コロナウイルスの関係で医療控

えがあったような形になってます。おっしゃるよう

にです。データ的に見ますと、今年２月頃から、徐々

に増えておりまして、特に子どもさんをお持ちのと

ころで、小児科受診だとかいうとこら辺が増えてる

ところでございまして、これは全国的にも同じよう

な状況が、数字として上がってきております。これ

ぐらいのことでよろしいでしょうか。 

○委員（福田 嗣久） なるほど。金額ベースではど

んな感じですか。今の２１年度の見込額として上げ

ておられます金額ベースでいくと、それを上回りつ

つあるのか、その推計、予定の動きなのか、その辺

はいかがですか。 

○委員長（田中藤一郎） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） あくまで年間推計として

ですので、その伸びも見込んだところ、伸びという

か、今の状況を見込んだところで算定をしておりま

す。 

○委員長（田中藤一郎） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） よろしい。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか、よろしいですか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） すみません、基本的なことを

教えてください。１４ページの医療費のところなん

ですけど、本当に基礎知識です。１人当たりの医療

費のところなんですが、これは自己負担を除いた金

額ということでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 恵後原課長。 

○市民課長（恵後原孝一） これ、医療費総額、いわ

ゆる１０割相当の額です、医療診療の部分。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） ありがとうございます。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか。 

 谷岡部長。 

○市民生活部長（谷岡 慎一） エシカル消費ですけ

れども、環境とか社会とかに配慮した商品、その消

費についてのことでございまして、それについての

啓発をやっているということです。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですね。 

 それでは、続いて、健康福祉部の説明をお願いし

ます。 

 宮田課長。 

○社会福祉課長（宮田 裕史） 健康福祉部、始めさ

せていただきます。 

 まず、２５ページをご覧いただきたいと思います。

社会福祉課からは３点、ご報告させていただきます。 

 まず、豊岡市地域福祉計画の策定ということでご

ざいます。こちら社会福祉法１０７条の規定に基づ

きまして、以前、計画しておりました計画が今年度

末をもって終了することから、次期計画のほうを策

定を進めさせていただいております。こちらの計画

につきましては、豊岡市の行政計画と豊岡市社会福

祉協議会の行動計画を一体的に策定するものとい

うことで、少し概要のところにまとめておりますが、

計画期間は２０２２年度から２０２６年度の５年

間を予定いたしております。 

 ２６ページをご覧いただきたいと思います。今年

度の進捗状況でございます。策定委員会のほうを昨

年度末になりますが、第１回目を３月に開催いたし

まして、計画の策定方針等につきまして、委員の皆

様にご議論いただきました。 

 また、コロナの影響もありまして、少し間が空き

ましたが、８月５日に第２回の委員会、こちらにつ

きましてはグループインタビューの結果や現状と

課題、体系につきましてご協議をいただいておりま

す。 

 また、１０月６日に第３回の策定委員会を開催い

たしまして、基本理念、施策展開につきまして、ご

協議をいただいておるところでございます。 

 また、市民の方々からのご意見ということで、グ

ループインタビューの実施を７月１日から７日間、

地域コミュニティ組織でありますとか、民生委員・

児童委員、地域福祉を担っていただく皆さんのほう

からお話を聞かせていただいたところでございま

す。 

 ２５ページに戻っていただきまして、一番下にな
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りますけれども、今後、年内に計画案の策定をいた

しまして、年明け、１月から２月に市民の皆様にパ

ブリックコメント、そして、年度内、３月に計画を

策定できたらというふうに考えております。 

 続きまして、２７ページをご覧いただきたいと思

います。豊岡市障害者福祉計画の推進でございます。 

 こちらにつきましては、３本の計画を一体として

策定いたしております。障害者の福祉に関する基本

的施策を定めた障害者計画、そして、障害福祉サー

ビスや障害児通所支援等の提供体制の確保に係る

目標等を定めております、第６期障害福祉計画並び

に第２期障害児福祉計画、こちらにつきまして、昨

年度策定をいたしたところでございます。 

 これに基づきまして、現在、事業のほうを進めて

おります。進捗状況をご覧いただきたいと思います

が、今年度につきましては、特に２点、進めていき

たいということで、まず、障害者の雇用、就労機会

の拡充ということで進めております。市社会福祉課

におきまして、今年の９月から、障害者の方の超短

時間雇用ということで、短い時間、障害特性により

まして長時間の勤務が難しい方を短時間雇用とい

うことで雇用させていただきまして、仕事に従事い

ただいております。ちなみに週１回、９時半から１

２時までということで勤務に当たっていただいて

おります。 

 また、２の福祉人材の育成確保ということで、障

害者自立支援協議会におきまして、年明けの２月に、

学識経験者を招いて、福祉の仕事の理念や対人援助

などの全般的な研修会を開催していきたいなとい

うふうに考えております。 

 ただ、今年度、進めていくということでしており

ます、障害者の方々が支援をされる、してもらう側

ではなく、支援できる側として活躍できるような取

組につきまして、どういうふうな形ができるのかと

いうことは、引き続き自立支援協議会において検討

を進めていきたいというふうに考えております。 

 ２８ページをご覧いただきたいと思います。子供

の貧困対策の推進でございます。 

 こちら、真ん中ほどにありますように、基本方針

ございますが、子供の将来がその生まれ育った環境

によって左右されることのないよう、貧困の状況に

ある子供が健やかに育成される環境を整備するた

め、子供の貧困対策を推進するために、現在、取組

を進めさせていただいているところでございます。 

 今年度につきましては、概要及び進捗状況のとこ

ろになりますが、まず１点目の非認知能力と学力の

向上ということで、ひとり親家庭の文化芸術鑑賞支

援事業の実施を、昨年度に続きやっております。こ

ちら、１０月末現在の利用者につきましては、コロ

ナの関係で少し演目が減ったりということもござ

いますが、２９名の方にご利用いただいておるとこ

ろでございます。 

 ２番目の課題を有する子供の早期発見・支援とい

うことで、気になる子供について、職員の気づきを

促す、気づきシートを小・中学校に導入ということ

で進めていく予定にしておりました。こちらにつき

まして、今年度、コロナの関係で、最終的につなぎ

先で支援をしていただくという予定をいたしてお

ります、総合相談生活支援センター、社協のよりそ

いですが、こちらがコロナ関連の事業実施によりま

して、少し余裕がないということで、今のところ、

小・中学校への導入は見合せをしているところでご

ざいます。 

 ３番のひとり親の非正規雇用者に対する重点的

支援ということで、ステップアップセミナーを実施

することといたしております。第１回につきまして

は、今週末、日曜日に子育てと暮らし講座というこ

とで、そして、第２回、１２月１２日に、わたしら

しい仕事探し講座ということで、２回、受講をいた

だいて、意識を高めていただけたらなということで

開催予定となっております。 

 また、これを受けまして、２９ページになります

が、就労支援個別相談会ということで、ハローワー

クのご協力もいただきながら、１月２３日、３０日

に実施をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

 ４点目ですが、子供の生活習慣づくり子供との関

わり方に関する支援ということで、市内小・中学校
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における睡眠記録表を活用した睡眠教育の実施と

いうことで、８月３日に眠育、睡眠についての学習、

大事さについて理解をいただく眠育の研修会を実

施させていただきました。こちらにつきましては、

先進的な取組をされておられます堺市教育委員会

から、講師の先生をお招きし、約１００人の参加を

いただきまして実施をしたところでございます。 

 社会福祉課からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） ３０ページをご覧く

ださい。１項目めの介護保険事業の円滑な推進につ

いて、説明いたします。 

 最初の現況と課題は記載のとおり、本市の高齢化

率は２０２１年２月１日現在で３４．８％であり、

兵庫県の平均２９％を大きく上回っており、また、

介護や支援を必要とする要支援、要介護認定者数は

２０２１年３月末で４，９８３人と、前年同期に比

べ１５人増加しております。 

 今後、団塊の世代の方が７５歳の後期高齢者とな

る２０２５年度には、要支援・要介護認定者のさら

なる増加が見込まれ、高齢者が介護や支援が必要な

状態になっても、できる限り住み慣れた地域で生活

できるよう、医療や介護などが一体的に提供される

地域包括ケアシステムの推進が重要となります。 

 それでは、進捗状況を説明します。豊岡市老人福

祉計画・第８期介護保険事業計画の進捗状況ですが、

最初は１の計画の推進です。 

 （１）として、地域包括ケアシステムの推進です

が、地域包括ケアシステムの実現に向けて、高齢者

個人に対する支援の充実と、それを支える社会基盤

の整備を同時に進める手法として、個別のケースか

ら抽出された課題を整理、分析し、対応策を分析す

る、地域ケア会議を実施しております。地域ケア会

議には、アにありますとおり、自立支援に向けたケ

アプランについて、毎月検討する自立支援型地域ケ

ア会議と、イにあります、高齢者の生活の質の向上

のため、課題解決について随時検討する、個別ケア

型地域ケア会議があります。この２種類のケア会議

につきましては、第７期計画においても実施をして

おります。 

 次に、ウにありますように、自立支援型と個別ケ

ア型から抽出された課題をさらに分析し、対応策を

検討する、地域課題整理型ケア会議を第８期、今年

度から実施し、最終目標は、エにありますように、

地域に不足する資源の開発や高齢者の自立支援に

必要な施策の立案を行いたいと思います。 

 次に、（２）の保険料の収納確保ですが、こちら

は例年どおりでありますが、記載されていますアか

らエの４項目について実施し、滞納を減少する努力

を行っております。 

 次に、（３）の公平・適正な要介護認定、保険給

付の適正化等です。まず、公平・適正な要介護認定

として、アのように、県主催の要介護認定調査員を

対象とした研修への参加やイのように、年３回程度

の介護認定係内の連絡会等を実施し、現在２３人い

る介護認定調査員の誰もが公平で適正な調査を実

施できるよう、技能の向上及び情報の共有を図って

おります。 

 ウに記載されておりますように、２０２１年８月

時点での認定者数は５，０１６人であります。今年

度の計画値は５，０４８人なので３２人少ないので

すが、今年３月末の認定者数は３０ページに記載の

とおり、４，９８３人なので、５か月で３３人増加

しております。年度末になると５，０４８人を上回

る可能性があります。 

 続いて、保険給付の適正化等ですが、エのとおり、

各事業所へ市単独及び県との合同の実地指導を実

施し、介護報酬に関して、算定基準どおりに請求が

行われているかどうか確認をしております。 

 また、オのように、研修に参加し、専門知識の向

上を図っております。 

 そして、カですが、介護サービス利用者やその家

族に対して、年２回、１０月と２月に介護給付費通

知書を送付しております。利用者自身並びにその家

族がサービス内容や給付額を確認し、本当に必要な

サービス給付なのか、事業者からの架空請求がない

か確認をしてもらっております。 

 最後に２項目めの計画の検証ですが、老人福祉計



 10

画・第８期介護保険事業計画で計画した事業が、計

画どおり実施されているか、定期的に内部で検討、

検証をしており、その内容を外部の委員で構成され

ました計画推進委員会において、年度末、２０２２

年３月に評価等をしていただく予定としておりま

す。 

 計画推進委員会で評価等していただいた内容に

つきましては、市のホームページで公表するように

しております。 

 私からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 和田参事。 

○高年介護課参事（和田 征之） 引き続き、高年介

護課の事業について、進捗状況等をご説明させてい

ただきます。 

 資料の３２ページをお願いします。高年介護課に

おきましては、高齢者ができる限り住み慣れた地域

で暮らし続けられるよう、１つ、介護予防・生活支

援体制の整備、２つ、認知症総合支援事業の重点項

目を推進しております。 

 その進捗状況につきまして、ご説明申し上げます。 

 まず１つ目、介護予防・生活支援体制の整備につ

いてでございます。 

 １、（１）、ア、一人暮らし高齢者等安心・見守

り活動でございます。これは、行政区に行っていた

だいている高齢者等の見守り活動で、月２回程度、

見守り活動、訪問を行っていただいております。今

年度につきましては、１０月末現在で全行政区の８

９．１％に当たる３２０区で実施していただいてお

ります。 

 イのふれあいいきいきサロンにつきましては、行

政区や地域コミュニティ組織が実施するサロン活

動で、高齢者の社会参加や住民交流を推進するもの

でございます。 

 ３３ページ、一番上の表、１０月末現在で、行政

区は２７１区、コミュニティで２５コミュニティで

実施されております。これらの事業につきましては、

２０１８年度から実施しており、今年度で４年目と

なりました。 

 次に支え合いサービス事業でございます。これは

独り暮らしなどの高齢者に対する家事援助、介護予

防のための集いの場を行っているものでございま

す。地区単位、いわゆる地域コミュニティ単位の範

囲で、ＮＰＯ法人、社会福祉法人あるいは住民主体

等により実施していただいております。今年度は支

え合い生活支援サービス事業は、前年度に２地区加

え１０地区で、支え合い通所介護事業につきまして

は１３地区で実施していただいております。 

 次に、協議体の設置です。協議体とは、地域での

介護予防や生活支援サービス体制などを充実させ

るため、地域コミュニティなどが地域課題について

協議したり、実際に解決したりする組織でございま

す。現在設置されている地域コミュニティは、昨年

度より１地区増え、２４地区となりました。未設置

地区におきましては、引き続き生活支援コーディネ

ーターと連携し、地域コミュニティの福祉部会など

を中心に、さらに働きかけを行っていきたいと考え

ております。 

 次に、認知症総合支援事業（認知症あんしん大作

戦）の推進でございます。３４ページをお願いしま

す。 

 認知症の方ができる限り住み慣れた地域で自分

らしく暮らし続けられるよう、７つの事業を行って

おります。認知症に関する知識の普及・啓発、早期

発見・早期対応の推進、認知症のケアの向上、若年

性認知症の人と家族への支援、家族介護に対する支

援、権利擁護、地域見守り隊の整備でございます。 

 それぞれの状況につきましては、表のとおりとな

っております。これらの認知症を支援する支援体制

や課題の検討につきましては、豊岡市認知症支援ネ

ットワーク会議での意見などを踏まえて、実施して

いるところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございます。 

 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） では、３５ページを

お願いします。 

 健康増進課からは３項目上げさせていただいて

ます。私からは保健事業、健康増進事業の推進を説
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明いたします。あとの２項目については、武田参事

のほうから説明させていただきます。 

 まず、現況と課題についてですが、健診や健康相

談などを実施し、健康づくりへの意識啓発や知識の

普及を図ることにより、生活習慣病予防やフレイル

予防など、健康づくりの推進を図る必要があるとし

ています。 

 基本方針は、個人の健康づくりへの取組が家庭や

職場、地域などに広がり、市全体の元気につながる

ことを目指し、施策を推進するとしています。 

 概要と進捗状況についてですが、今年度から新た

に実施したものや変更したものについて説明をい

たしたいと思います。 

 まず、１の母子保健対策ですが、（１）は、これ

は新規ではありませんが、産前産後サポート及び産

後ケア事業の対象期間を産後６か月から産後１年

に延長しております。アとイについて、１０月末の

実績を記載しております。 

 （２）の不妊治療ペア検査助成事業ですが、夫婦

で早期に不妊治療を開始していただくインセンテ

ィブとして、検査費用の一部を助成しようとするも

ので、これは保険外の分です。本人は３割負担、あ

との７割を市と県で２分の１ずつ負担することに

なっています。ただ、１０月末の実績としてはゼロ

ということになっています。 

 次に、２の感染症予防対策ですが、新型コロナウ

イルス感染症ワクチン接種の実施になります。別紙

としておりまして、３７ページをご覧ください。 

 １の接種率ですが、１１月８日現在で、１２歳以

上の対象者の１回目が８８％、２回目の接種率が８

３％になっています。 

 ２の今後の接種日程ですが、事情があって接種で

きてない方や、あと１２歳になられる方への対応と

して、記載の表のとおり計画しております。 

 ３の追加接種、いわゆる３回目接種と言われてい

るものなんですけども、実は昨日、自治体説明会が

ありました。２回目接種が終了した希望者に対し、

原則８か月以上の間隔を空けて３回目の接種を行

うというふうな方針が、国から示されましたので、

現在、その接種に向けて計画をしているところです。 

 また、５歳から１１歳の接種も準備をしなさいと

いうような指示もありましたので、これも併せて計

画をしていく予定としております。 

 （２）の市のスケジュールとしては、まずは２回

目接種が終了している医療従事者に対し、一応１１

月２６日に接種券を発送する予定で、今、事務を進

めております。市が実施します集団接種については、

１月から開始する予定にしています。 

 戻っていただいて、３６ページをお願いします。

（２）の風疹追加対策ですが、定期予防接種の対象

になっていなかった昭和３７年４月２日から昭和

５４年４月１日の男性に対し、まずは抗体検査を受

けてもらいまして、検査の結果、抗体価が低い方に

対し、予防接種を受けていただくという事業になり

ます。一応３か年ということで、今年度で終了の予

定ですが、継続するかどうかというのは、今現在、

国のほうで検討されているということです。 

 次に、３の生活習慣病予防対策です。（１）はが

ん患者に対するアピアランスサポート事業になり

ます。がん治療により外見変化があった方に対し、

医療用ウイッグなどの補正具の購入費用の一部を

助成しようとするもので、１０月末現在では１２件

で、５０万２，６１５円を補助しております。 

 （２）は骨髄等の提供が完了した方への助成にな

ります。公益財団法人日本骨髄バンクが実施する骨

髄バンク事業において、骨髄等の提供が完了した方

に対し、要した日数１日につき２万円を助成しよう

とするもので、１０月末の実績としてはゼロ件とな

っています。 

 次に４の健康行動計画の中間評価ですが、第２次

豊岡市健康行動計画の中間評価を２０２２年度に

行うため、２０２１年度には住民意識を調査するた

め、市民アンケートを行いました。現在、このアン

ケート結果について、分析を行っているところです。 

 私からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 私のほうからは、

歩いて暮らすまちづくりの推進と結婚支援事業の
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推進の２項目について、説明をさせていただきたい

と思います。 

 資料のほう、３８ページをご覧ください。現況と

課題につきましては、健康に関心のある市民だけで

はなく、関心のない市民も楽しみながら健康づくり

に取り組むという視点を持ったまちづくりが必要

となります。 

 基本方針としまして、健康リスクの高い方の施策

と併せまして、ハイリスク予備軍への施策を強化す

ることで、社会全体の健康度を上げていくことを目

標としております。 

 具体的な事業としましては、楽しみながら自主的

な健康づくりに取り組んでいただくために、スロー

筋トレを核としました健康運動教室「玄さん元気教

室」と歩キング、ウオーキングですけれども、を柱

に運動習慣の定着と普及拡大を図ることとしてお

ります。 

 事業の進捗状況です。１、玄さん元気教室につき

ましては、１０月末時点の状況で、２１６団体で実

施されております。コロナ禍で休止されていた団体

も、最近ようやく活動再開ということを、声を聞い

ております。 

 ３、運動を始めるきっかけとして、参加者を増や

し、さらに運動を継続していただくために、運動健

康ポイント制度のほうを設けております。具体的に

は２つの取組を進めております。歩くことによりま

して、運動健康ポイントをためて景品に交換したり、

ポイントを地域の施設や小学校などに寄附してい

ただくというポイント、そういうシートを作成させ

ていただいております。 

 （１）のほうで、地域全体で声をかけながら連携

して運動を進めていただくために、シートの収受、

受け取りとかあと交付などの業務を地域コミュニ

ティのほうに委託しておりまして、現在、１５のコ

ミュニティで取扱いをしていただいております。受

け取り確認の手続で、１通当たり１００円というこ

とで対応しておりますので、地域全体に貢献できる

仕組みづくりを行っているということでございま

す。 

 （２）、若い方にもウオーキングに取り組んでい

ただくために、スマートフォンアプリの普及にも力

を入れておりまして、１０月末で５，４６０人の利

用をしていただいているということでございます。

６月からは達成歩数によりまして、ポイント数を変

更しておりまして、意欲を持って取り組んでいただ

きますように、たくさん歩いた方につきましてはポ

イント数を上げているというような状態でござい

ます。 

 続きまして、事務概要書の３９ページ、資料をご

覧ください。結婚支援事業の推進につきまして、説

明をさせていただいております。 

 基本方針としましては、結婚したいと思う人が結

婚できるように、若者が集い、交流する場や機会を

増やしながら、交際や結婚に向けた支援を行ってい

ます。 

 事業としましては、毎月開催しております結婚支

援イベント「はーとピー」やお見合いなど、コロナ

感染防止の対策を徹底しながら事業を継続的に実

施しております。 

 事業の進捗状況につきましては、現在、１０月末

現在で９件の成婚実績のほうが上がっております。

成婚数を増やすためにボランティア仲人さん、縁む

すびさんと呼んでいるんですけども、そちらと協力

しまして、結婚希望者の登録申請者を増やすととも

に、お見合いの件数を増やすなど、異性の交流の機

会を増やすことを目標に取り組んでおります。 

 ４、縁むすびさんにつきましては、１０月末時点

で、今年度、２２３件のお見合いを設定しておりま

して、現在、交際中のカップルが５６組ということ

で、交際が継続して成婚に結びつくよう、丁寧に支

援のほうを行っていきたいと思います。 

 また、新しい今年度の事業としましては、６の若

者独身者交流事業というものがあります。婚活事業

のほうは少し敷居が高くて参加しにくいと思っと

られる方をターゲットにしまして、カップリングを

行わない交流の場を企画、運営しております。企画、

運営に当たりましては、はーとピー企画委員に協力

いただきながら、若者自身による企画、運営という
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ことで、交流事業を開催しまして、８月以降、毎月

開催しておりますけども、参加者数のほうは７２名

になっております。 

 以上でございます。 

○委員長（田中藤一郎） 以上で健康福祉部の説明は

終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑、意見等があれば

お願いをいたします。 

 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） 追加接種の３回目接種なんで

すけども、これは集団のみで個人は予定してないで

すか。 

○委員長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 個人というのは各医

院ということですか。 

○委員（芹澤 正志） そうです。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 一応、集団接種、市

が実施する集団接種と、それから、各医院のほうに

もお願いを今しているところで、一応、両方ででき

ればなというふうに計画をしております。 

○委員（芹澤 正志） 分かりました。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 そのほかございますか。 

 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） すみません、何点かちょっと

教えてください。 

 まず３５ページだと思いますが、（２）の不妊治

療ペアの検査の助成事業、これ、１０月末でゼロ件

ということでございますが、たしか保険適用が２２

年４月から保険の適用になったと思いますけれど

も、検査費用がこの助成は幾らほど助成するかとい

うことが１点と、それから２点目は、３６ページで

す。生活習慣病の予防対策について、医療用のウイ

ッグの件で１１件という実績が１０月末でありま

す。たしか、これは予算がどれぐらいまでいけたの

かということが、ちょっと教えてほしいのと、全体

としては５０万２，０００円何がしというのがある

んですけど、多分予算枠取ってたと思いますので、

それをちょっと教えていただきたいのと、それから

３点目です。先ほども芹澤委員が言われましたけど

も、集団接種の３回目の接種なんですけども、これ

は１１月下旬に接種券を発送するということで、医

療従事者から優先的にやって、順次という意味なん

でしょうか。医療従事者が終わって、多分、高齢者

が次、来ると思うんですけども、そういったスケジ

ュールで進むのかどうかだけちょっと教えてくだ

さい。 

○委員長（田中藤一郎） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） まず、不妊治療のペ

ア検査です。これは、ちょっと私も保険がいつから

適用というのは、まだ正式には来てないと思います

が、金額ですね、一応保険外の治療に関して３割は

ご本人負担、それから、７割について市と県で補助

するということです。一応、保険診療全体、いろん

な検査があるんですけども、それを全部足すと大体

２万３，０００円、ただ、それを全部受けられるわ

けではないので、その検査項目によってちょっと金

額が違います。一番高い分で感染症検査が１万３，

２００円というのが標準的な金額になってますの

で、それの７割の半分ずつを市と県が持つ、３割は

ご本人さんが負担という形になります。 

 次に、ウイッグ等のアピアランスの予算なんです

が、がん患者アピアランスの関係で５２万円が全体

で予算があります。ただ、扶助費の中にあります、

ほかのもありますので、もし足らなくなれば、当然、

補正のほうを考えさせていただくという形になり

ます。 

 そして、ワクチンの関係で、そうですね、まずは

医療従事者からが、もう先行接種という形で早く打

っておられますので、８か月経過される方がありま

すので、その方に送る。その後、高齢者等が続きま

すので、順次接種券を発送していくという流れにな

ります。 

○委員（芦田 竹彦） 分かりました。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） すみません、ありがとうござ

います。さっきの不妊治療の助成事業については、
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保険適用までは自己負担が３割で、あとの７割を市

と県がということで、理解でいいですね。分かりま

した。 

 それと、生活支援の予算５２万円ということなの

で、もう大体の、ほぼいっぱいぐらい使われてると

いうことなんですけど、ただ、これも要求される方

があると思いますので、予算につきましては購入費

用の一部を助成する事業ですので、何とか年度内、

予算をちょっと拡充してでもひとつお願いをしと

きたいなということがあります。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか、何かございます

か。 

 前野委員。 

○委員（前野 文孝） 幾つか聞きたいことが、本当

はたくさんあるんですけど、やめときまして、幾つ

かに絞りたいと思います。 

 社会福祉課は本当にこの計画を策定が、もうしょ

っちゅう、もう数年単位で毎回しないといけないと

いうことで大変なんですけども、２５ページの地域

の福祉計画を策定の中で、包括的な支援体制の構築、

それから、基本方針が４点並んでるんですけど、特

に気になったのはコロナ禍で浮き彫りになった地

域課題などに対応するというふうに、ここ書いてあ

るんですけども、こういったこと、具体的にどうい

うような課題があったのかということをちょっと

聞かせていただきたい。 

 それから、ちょっと全体的に表現が分かりにくい

というか、抽象的なものなので、何かほかに代わる

ようなことがあるんであれはピックアップして、具

体的な、例えばこんなことを考えてるみたいなこと

があれば教えていただきたいと思います。まず１点、

それをお聞きしたいと思います。 

○委員長（田中藤一郎） 宮田課長。 

○社会福祉課長（宮田 裕史） ご質問ありがとうご

ざいます。２５ページであります、コロナ禍で浮き

彫りになった地域課題ということでございます。 

 今までから、高齢者３事業等をはじめまして、地

域で高齢者の見守り等、また、つなぎの場等を持っ

ていただいたり、民生委員さんが日に陰に見守り等

を行っていたわけですが、やはりコロナ禍で出歩か

れない、また、集まれないという状況ができてきて

おりますので、やはり高齢者の方々の孤立化という

ものが進んできてるのかなというふうに思ってお

ります。 

 また、先ほどございましたように、そういったも

のに伴いまして、フレイルが低下して、高齢者の方

がますます元気がなくなっているという状況が発

生してきてるようにも地域のほうで伺っておりま

す。 

 そういったものも含めまして、今後、包括的な支

援体制、地域共生社会を実現する中で、やはり高齢

者の方も支援を受けるだけではなくて、高齢者自身

が地域の中で主役になれるような地域づくりとい

うものが、役割分担というものができないかなとい

うことを、現在、計画の中で皆さんに伝えられない

かということで、今、検討をしているということで

ございます。以上です。 

○委員（前野 文孝） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） もう一つ、委員長いいですか。 

 昨年度というか、どういうのかな、小さい子供の

発達障害を早期発見するという仕組みで、ずっと頑

張っていらっしゃったんですけども、これに対して

取組を始められて、このアプリも入れられて、その

後の評価というのはどのようになっているのか、ち

ょっとお聞かせください。 

○委員長（田中藤一郎） どうぞ。 

○健康増進課参事（三上 尚美） アプリにつきまし

ては、おおむね問診票の回答につきましては、半期

で１歳６か月については６０名程度、それから、３

歳につきましては３０名程度の回答を頂戴してお

りますが、昨年から入れましたところですので、全

数の回答というところにはまだまだ至っておりま

せんが、少しずつ回答は頂戴しているような状況に

なっております。 

 問診票の項目の変更につきましては、紙面でもし
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ておりますので、委員おっしゃっていただいてます

国際基準の問診票につきましては、導入をいたしま

して、数値化をして結果が見えてきているという状

況にはあります。 

 検証という面につきましては、まだ昨年からの導

入でございますので、その結果でどのように発達障

害の早期発見ができたのかというところにつきま

しては、まだまだこれからではございますが、豊岡

病院の先生方とも相談をしつつ、どのように評価を

していったらいいかは、今、検討中でございます。

よろしいでしょうか。 

○委員（前野 文孝） 分かりました。 

 委員長、いいですか。 

○委員長（田中藤一郎） どうぞ。 

○委員（前野 文孝） ぜひ進めてほしいと思います。

１学年５００人以上、子供が生まれるので、６０人

っていうとまだ１０％少々ということなので、でき

るだけ広くやっていただいて、救えるものは救って

あげるような形で、ぜひ地域のほうにつなげてほし

いなと思います。 

 １点、もう一つ、最後。 

○委員長（田中藤一郎） どうぞ。 

○委員（前野 文孝） 地域包括ケアシステムの推進

ということで、これ、本当に今後の医療のというか、

介護のキーになるというふうに思っています。日高

地域で先行してやっていただいてまして、実際私も

母、それから父について受けさせてもらって、訪問

看護と、介護だけじゃなくて看護と訪問診療もうけ

させてもらって、非常に優れたものだなというか、

大変ありがたく思っておりますが、これ、全体とし

てはやっぱりまだ課題もあると思うんですよね、感

じとして。サービスは全部整っていてありがたかっ

たんですけど、全体をコントロールしてるというか、

そういったものについてまだ課題があるんじゃな

いかなと思ってるんですけども、今の評価というの

を簡単にでいいので教えてください。 

○委員長（田中藤一郎） 定元課長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 先ほど委員が言われ

たように、第７期では日高を特化させていただきま

した。その日高だけではないということで、全体的

に包括させていただくということで、第８期につき

ましては全体で考えております。 

 その中で先ほども説明しましたように、地域ケア

会議ということで、個別のケースから、今まではア

とイのように自立支援型または個別ケア型という

ことでやっておりますが、それもまた地域ごととい

うことになってしまいますので、それを全体で考え

るということで、今年度から地域課題整理型ケア会

議ということでやっております。 

 なかなか、先ほども言いましたように簡単な問題

から、課をまたいでやるいろんな難しい問題があり

ますので、簡単なものから１つずつクリアをしてい

きたいと考えておりますし、課をまたぐものにつき

ましてはいろいろと全体で考えまして、計画の３年

間の下で立案をしていきたいと考えております。説

明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 前野委員。 

○委員（前野 文孝） まだここではできるような議

論ではないので、またゆっくりしたいと思います。

ありがとうございました。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいでしょうか。 

 それでは、この件はこの程度にとどめたいと思い

ます。 

 以上で市民生活部、健康福祉部の事業概要の説明

のほうは終わりました。 

 ここで、委員もしくは当局の皆さんから、特にご

発言はありますか。 

 それでは、ないようですので、ここで会議を暫時

休憩します。再開は１０時５０分。 

 また、当局職員の皆さんにつきましては、ここで

退席していただいて結構です。お疲れさまでした。 

午前１０時３９分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４８分再開 

○委員長（田中藤一郎） ちょっと早いですけれども、

会議を再開します。 

 これより後半の部に入ります。 

 それでは、自己紹介に入ります。市議会では１１
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月１６日の臨時議会において役員改選が行われ、新

体制となっています。 

 当委員会の出席者全員に自己紹介をお願いした

いと思います。 

 まず、正副委員長、各委員、当局職員、最後に事

務局という順番でお願いします。 

 なお、当局職員はマイクを使用し、お手元の名簿

順でお願いします。 

 まず、委員からです。 

 このたび、文教民生委員会の委員長になりました

田中です。どうぞよろしくお願いします。 

 文教民生委員は、本当に私も何回も、皆さんのお

顔はもう知っておりますけれども、やはり市民のた

めの一番身近な委員会だというように思ってます

し、私自身も一番強い思いのある委員会でございま

すので、時には厳しく、時には楽しく、市民のため

に一生懸命頑張っていきたいというふうに思いま

すので、１年間どうぞよろしくお願いします。 

 それでは、副委員長から。 

○委員（岡本 昭治） 副委員長をやらさせていただ

きます岡本昭治です。よろしくお願いいたします。 

○委員（前野 文孝） 前野文孝です。どうぞよろし

くお願いします。 

○委員（上田 伴子） 上田伴子です。よろしくお願

いします。 

○委員（福田 嗣久） 福田でございます。よろしく

お願いします。 

○委員（芹澤 正志） 芹澤でございます。春から引

き続きでございます。お願いします。 

○委員（義本みどり） 義本みどりです。よろしくお

願いいたします。 

○委員（芦田 竹彦） 芦田竹彦でございます。よろ

しくお願いいたします。 

○地域コミュニティ振興部長（幸木 孝雄） 地域コ

ミュニティ振興部長の幸木です。よろしくお願いい

たします。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） 同じ

く地域コミュニティ振興部参事の桑井です。文化振

興課課長の事務取扱も仰せつかっております。よろ

しくお願いします。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 生涯学習課長の大岸

でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○生涯学習課参事（旭  和則） 生涯学習課参事の

旭と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○生涯学習課参事（土生田祐子） 生涯学習課参事で、

１０月１日より図書館長に就任しております土生

田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○文化振興課参事（藤原 孝行） 文化振興課の参事、

藤原と申します。市民会館を担当しております。よ

ろしくお願いいたします。 

○文化振興課参事（橋本 明宏） 失礼します。文化

振興課参事の橋本でございます。文化財室と市立歴

史博物館を担当しております。よろしくお願いいた

します。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 失礼しま

す。新文化会館整備推進室長兼都市整備課参事の櫻

田です。よろしくお願いします。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） 失礼します。ス

ポーツ振興課長の池内です。よろしくお願いします。 

○教育次長（堂垣 真弓） 教育次長の堂垣と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

○教育総務課長（永井 義久） 教育総務課長の永井

です。よろしくお願いします。 

○教育総務課参事（木之瀬晋弥） 教育総務課参事の

木之瀬と申します。よろしくお願いいたします。 

○教育総務課参事（宇川 義和） 教育総務課参事の

宇川です。よろしくお願いいたします。 

○教育総務課参事（大谷 康弘） 教育総務課参事の

大谷と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○こども教育課長（和田 晃典） 失礼します。こど

も教育課長の和田です。よろしくお願いします。 

○こども教育課参事（坂本英津子） 失礼します。こ

ども教育課参事の坂本です。よろしくお願いします。 

○こども教育課参事（内海 忠裕） こども教育課参

事の内海です。よろしくお願いします。 

○こども教育課参事（惠後原博美） 失礼します。こ

ども教育課参事の惠後原博美といいます。どうぞよ

ろしくお願いします。 
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○こども育成課長（木下 直樹） こども育成課長の

木下と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○こども育成課参事（吉本  努） こども育成課の

参事をしております吉本と申します。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○こども育成課参事（冨岡  隆） 同じくこども育

成課の参事をしております冨岡と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○こども育成課参事（山本加奈美） 失礼します。こ

ども育成課参事をしております山本加奈美といい

ます。どうぞよろしくお願いします。 

○こども育成課参事（吉谷 孝憲） こども育成課参

事の吉谷と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○事務局主幹（小崎 新子） 最後に議会事務局の小

崎と申します。よろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございました。

よろしくお願いします。 

 それでは、４番の協議事項に入ります。 

 （１）委員会所管事項の事務概要について、まず

当局から部単位で一通りの説明を受けた後、各委員

から質疑等を行っていただきたいと思います。 

 本日は、あくまで事務概要の説明であります。ま

た、時間が限られておりますので、当局説明及び委

員からの質問は要点を押さえて、簡潔明瞭にお願い

いたします。 

 なお、委員会での発言は委員長の指名の後、マイ

クを使用し、発言の最初に課名と名字をお願いいた

します。 

 それでは、当局から順に説明をお願いいたします。 

 大岸課長。 

○生涯学習課長（大岸 和義） それでは、生涯学習

課の事務概要について、説明をさせていただきます。 

 資料は５ページをお願いいたします。太字の概要

及び進捗状況をご覧ください。 

 まず１つ目の（１）でございます。生涯学習サロ

ンにつきましては、本年６月２８日にオープンし、

指定管理者である但馬高齢者生きがい創造協議会

により、１４講座１６教室が開かれ、現在２２８名

が創作活動を行っていらっしゃいます。 

 続きまして、（２）です。図書館未来プランの検

証と次の５年間の重点課題・取組方針の検討、こち

らにつきましては、５月に外部委員からなる中間検

証会議を設置しまして、５年間の進捗状況や取組内

容を基に、今後５年間の課題や視点を整理しました。

その結果、機能強化の視点を３つに整理しました。 

 １つ目は、図書館をあらゆる情報提供の拠点とし

て、家庭、職場に次ぐ第３の居場所、いわゆるサー

ドプレイスであって、本を通じて、あらゆる情報の

提供拠点とするデータセンターであるということ

としています。 

 ２つ目は、子供の読書支援として、成長に合わせ

た必要な読解力、論理的能力を身につける手助けを

すること。 

 ３つ目は、つながりと活動のきっかけづくりの場

に図書館がなり、市民との協働、市民の自主活動を

支援することとしています。 

 （３）の植村直己の冒険精神の伝承、子供たちの

挑戦する心の育成につきましては、植村直己冒険館

が、この４月の２０日にリニューアルオープンしま

して、それ以降、９月末までに３万３，１５６人の

お客様にご利用いただきました。新たな指定管理者

の下、植村氏の冒険精神、世界中から愛された人と

なりを伝えるため、挑戦する心を育む施設として、

体験プログラムを提供してまいりたいと考えてお

ります。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 桑井参事。 

○地域コミュニティ振興部参事（桑井 弘之） それ

では、文化振興課ですね、説明させていただきます。 

 文化振興課につきましては、優れた芸術文化の提

供であったり、それから、市民の文化活動の発表の

場の提供であったり、それから、文化財保護などを

取り扱っております。 

 進捗状況につきましては、主なものをかいつまん

で説明をさせていただきたいと思っています。 

 事務概要、７ページでございます。文化芸術創造

交流事業につきましては、これは市で行います文化
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活動の一体的な広報と情報発信等、例年と同じく取

り組んでおります。 

 続いて、８ページ、お願いいたします。２番、公

募展の中の市展でございます。 

 市展につきましては、今年は大きく実施方法を変

えまして、新型コロナウイルスのワクチン接種、こ

の会場確保のために、例年、総合体育館で行ってお

りましたが、文教府に会場を移し、規模も縮小し実

施をいたしました。さきの１１月７日に終了いたし

まして、入場者数は約３，０００、展示規模は４分

の１に縮小しておりまして、来場者は３，０００ぐ

らいの規模で開催をいたしました。 

 それから、市民会館自主事業につきましては、そ

こに記載のとおりでございますが、やっぱりこれも

コロナウイルス感染防止の観点から、定数の約半分

のキャパということで、約５００名程度の入場者数

ということで各事業を展開いたしております。 

 それから、日本・モンゴル民族博物館、４番目の

文化施設の利用促進でございますが、日本・モンゴ

ル民族博物館につきましては、そこに書いておりま

す、いろいろ企画展を実施いたしまして、現在、「は

しもとみおの木彫り～くらしといきもの展」という

のを実施しておりまして、これが来年の２月１日ま

で実施いたしますが、なかなか好評でございます。

今月１５日現在で１，１００名余りの来場者となっ

ております。 

 それから、（２）の美術館でございますが、ここ

につきましては、アの「かこさとし絵本展」これが

大変好評でございまして、７月１７日から９月２６

日まで実施いたしまして、入館者が５，０００名を

超えました。１００万円ぐらいの入場料予算を見込

んでおりましたが、プラス８０万円ぐらい、超える

というような大幅な増となっております。 

 簡単ですが以上でございます。 

 続いて、文化財室のほうから説明をさせていただ

きます。 

○委員長（田中藤一郎） 橋本参事。 

○文化振興課参事（橋本 明宏） 資料は９ページを

ご覧ください。私からは文化財の保護と活用につい

て、ご説明をさせていただきます。 

 ５項目を上げております。進捗状況をご覧くださ

い。 

 １番目、文化財の適正な管理につきましては、文

化財パトロールということで、消防署と合同で８施

設の点検を行っております。 

 ２番、文化財の保存と活用につきましては、年度

内に審議会、委員会などを開催の予定としておりま

す。 

 ３番目、埋蔵文化財の発掘調査につきましては、

宅地開発などに伴います遺跡の確認、試掘調査など

を市内８か所で実施済みでございます。 

 ４番目、国指定史跡の整備につきましては、但馬

国分寺跡の整備でございますが、今年度買収予定の

土地所有者との交渉を完了しまして、物件移転補償

についての交渉中でございます。 

 ５番目につきましては、歴史博物館の企画展示で

す。３つ開催をしておりまして、（３）の入館者数

につきましては、１０月末現在の数字ということで、

少ない数字となっております。 

 私からは以上です。文化振興課は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 池内課長。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） １０ページをお

願いします。 

 基本方針の「いつでも、どこでも、いつまでも」

スポーツに親しむことのできる環境と組織づくり

を推進するために、５項目の取組を進めております。 

 １１ページをお願いします。進捗状況を報告をし

ます。 

 １の各種スポーツイベント、スポーツ大会は、１

０月中旬までは新型コロナウイルス感染症のため

中止をして、１０月１６日の日本女子ソフトボール

１部リーグ豊岡大会から再開をしております。 

 ４の社会体育施設等の整備につきましては、予定

どおりの完成を目指し事業を進めております。 

 ５のオリンピック・パラリンピックの推進ですけ

ども、１２ページをご覧ください。ドイツ、スイス

のボート代表チームの事前合宿の受入れを行いま

した。また、豊岡では初めてとなる聖火リレーにつ
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きましては、新型コロナウイルス感染症の拡大によ

る兵庫県への緊急事態宣言の発令中となったため

に、実施２週間前に公道での聖火リレーが中止をさ

れ、走行予定のランナーは姫路城に集まって、聖火

トーチでの聖火をつなぐという方法で行われまし

た。大変残念な結果となりました。豊岡市の代表ラ

ンナーとして、ロンドンオリンピック女子バレーボ

ール銅メダリストの井上香織さんが使用されまし

たトーチを、市役所１階のロビーに展示をしており

ます。ぜひご覧いただければというふうに思います。

豊岡市のオリンピックへの関わりを記憶に残すた

めに、関連したものも併せて展示をしております。 

 事前合宿につきましては、当初、市民の皆様との

交流をどのようにするのかなど、相手国と相談をし

ておりましたが、感染対策として、市民の皆さんと

の接触ができないということとなり、交流事業は実

現できませんでした。 

 ただ、練習中に橋の上や川のそばから、多くの方

たちに声援をいただきました。また、ホテルと練習

会場を移動する専用バスにも、多くの方々が手を振

り応援いただきました。このことが大変印象的であ

ったと、選手の皆さんからもお聞きをして、豊岡の

印象が大変よいものとなりました。 

 また、ドイツ大使館、スイス大使館とも連携事業

ができるようになりましたので、今後もこの関係を

つなげていきたいというように考えております。 

 最後ですけども、豊岡市にゆかりのある選手への

応援として、競泳の背泳ぎの小西杏奈選手を応援す

るスポーツクラブとよおか三江クラブ主催による

応援会であったり、野球日本代表のヤクルトの山田

哲人選手への、少年野球チーム１０チームが応援動

画を作成して、動画配信を行いました。２人の活躍

で大変感動をもらいました。小西選手は、次のパリ

オリンピックに向けて練習を開始されています。今

後も応援していきたいというふうに考えておりま

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 以上で地域コミュニティ振

興部の説明は終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑、ご意見があれば

お願いいたします。 

 よろしいですか。また、何かあれば直接言ってい

ただければと思います。 

 ないようですので、続いて、教育委員会、説明を

お願いします。 

 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） ４０ページをお願い

します。４０ページの概要及び進捗状況をご覧くだ

さい。 

 １の非構造部材落下防止対策、これは小・中学校

の屋内運動場のスピーカーとか時計とか、ＬＥＤ化、

ガラス飛散防止工事等を行うものでございます。工

事等は、ご覧の５校を１２月末完成の予定でござい

ます。 

 その下の実施設計につきましては、来年度、工事

に当たりまして設計を行う学校が３校ございます。 

 ２の空調設備の更新、新設でございます。工事に

つきましては、但東中学校が学校建設から１６年た

っておりますので、空調を全て更新するという工事、

それから、豊岡小、八条、五荘につきましては、特

別教室、音楽室、理科室等の大規模な改修を９月末

で完成するというものでございます。 

 ３のトイレ改修でございますが、三江小につきま

して、大規模改造の最優先の学校というふうになっ

ておりまして、新耐震で一番古い学校というふうに

なっております。有利な工事補助が受けられること

になりましたので、ここは前倒しでトイレの全面改

修を行うというものでございます。 

 それから、４の児童１人１台端末の活用というこ

とで、今年度、ネットワークの環境改善を行ってい

ます。モデル校ということで、小学校は五荘と中学

校は豊岡南中、出石中ということです。１人１台端

末になったことによって、多くの児童さんが使われ

ますので、ネットワークの環境が遅くなっていると

いうものを改善するということです。 

 それから、ＩＣＴ支援員につきましては、学校訪

問をしてＩＣＴの活用を支援するというものを民

間業者によって行うということでございます。 
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 それから、５の学校給食調理業務との民間委託と

いうことで進めておりまして、９月に契約候補者、

ハーベストネクスト株式会社という神奈川県の会

社ですけども、４社の中で１社を選定しております。

今月、契約でありますとか職員説明、会計年度任用

職員の説明をさせていただいて、来年４月から民間

委託を進めたいというふうに考えています。 

 ６の学校給食の野菜等の地産地消率につきまし

ては、１学期末で３４．４％という状況になってい

ます。 

 続きまして、４１、４２ページの小・中学校の適

正規模・適正配置計画の策定等につきまして、ご説

明します。 

 ４２ページの進捗状況をご覧ください。１つ目の

計画策定につきましては、地域住民との意見交換を

丁寧に進めるというふうにしておりまして、答申を

今年の２月に受けて、その答申の説明会を７月に行

っています。そのご意見を踏まえた計画案の説明を

今月、１１月２５日から１２月６日にかけて、６会

場で行うというふうに予定しています。 

 答申から計画の内容についての変更があった部

分につきましては、具体的な統合年を定めたという

ものでございますし、学校の組合せを明確にしたと

いうことと、学校の場所について、どこの学校とい

うふうなもの明確にしたという内容になっていま

す。 

 （２）の今後の予定というところで、１２月末に

計画策定を予定しています。策定後に対象校区につ

きまして入らせていただいて、地域の皆さんと対話

をしながら進めたいというふうに思っています。 

 ２の個別統合の協議でございます。ここは地域や

保護者のほうから要望があって進めたいというも

のを受けた対応というふうになっています。 

 （１）の竹野地域の３校につきましては、２０２

２年度の４月に、統合に向けて統合準備委員会４回

開催しまして、１１月１１日の第４回のところでま

とめという報告をいただいております。詳細につき

ましては、また報告書がございますが、通学方法を

なるべく子供たちに負担をかけないような方法で

ありますとか、学校名とか校歌、校章なんかをどう

するかということを決めたものでございます。 

 それから、（２）の合橋・高橋の小学校、それか

ら認定こども園統合につきましては、第１回目を１

０月７日に開催して、場所は合橋小学校を使うとい

うことのみ決めております。 

 以上でございます。 

○委員長（田中藤一郎） 和田課長。 

○こども教育課長（和田 晃典） 資料４４ページを

ご覧ください。進捗状況につきまして、主なものを

説明させていただきます。 

 まず１番の非認知能力向上のための取組の推進

についてです。三江小学校と資母小学校をモデル校

としまして、３年目の取組になります。今年度もモ

デル校での授業を３回実施します。その効果の測定

につきましては、引き続き青山学院大学の苅宿教授

に委託をしております。 

 また、今年度は８月５日に豊岡市教育フォーラム

を実施し、非認知能力向上の取組について、市内各

校で情報共有を図りました。今後、モデル校での取

組を検証しながら、全市展開を図っていきたいと考

えております。 

 次に、２番の豊岡市小中一貫教育の実施について

です。 

 （１）に記載の学校を研究指定校としまして、課

題の改善に向けた研究を推進しています。 

 また（２）にありますように、各中学校区におき

ましても、それぞれの校区の実態に応じて取組を推

進しているところです。 

 また、６月２４日、２月１８日に小中一貫教育推

進協議会を開催しまして、各中学校区の取組につい

て情報共有を図ることとしております。 

 次に、４５ページをご覧ください。１２番のＩＣ

Ｔを活用した指導力の向上についてです。 

 国のＧＩＧＡスクール構想の推進に伴い、１人１

台のタブレット端末が整備をされました。今年度は

情報教育研修会を年３回実施し、より効果的な活用

を行うための各教員の指導力の向上を図っている

ところです。あわせて、ＩＣＴ支援員を配置し、専
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門的な知見から各学校への支援を行っております。 

 最後に、１５番の「地域とともにある学校」づく

りの推進についてです。竹野中学校と弘道小学校を

モデル校にしまして、２年目の取組となります。今

後、このモデル校２校の取組を検証しながら、地域

との新たな協働の在り方など、可能性を探っていき

たいと思っております。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 木下課長。 

○こども育成課長（木下 直樹） それでは、４６ペ

ージ、子ども・子育て支援事業の推進について、ご

説明を申し上げます。 

 概要については、主なもので４項目を上げており

ます。進捗状況により説明いたします。 

 １、子育て支援事業の推進についてですけども、

ファミリー・サポート・センターにつきましては、

子供の預かりや送迎など相互援助活動、それから、

会員数等も順調に増えてきております。また、ファ

ミリー・サポート・センターは４の子育て支援総合

拠点等の整備に合わせまして、その中に移す予定に

しております。 

 それから、２の待機児童解消対策の推進について

です。豊岡市における幼児教育・、保育及び放課後

児童のあり方計画を今年２月に策定いたしました。 

 次のページ、（イ）をご覧ください。（イ）です

けども、計画の前期２０２５年までに園の再編・統

合を予定している６地区に対しまして、地区説明会

を実施いたしました。おおむね関係地区の理解が得

られたことから、前期計画については年次計画どお

り進めていきたいと考えております。 

 それから、イのほうです。豊岡第２放課後児童ク

ラブ整備についてです。同クラブにつきましては、

現在、豊岡ひかり幼稚園で開設しておりますが、２

０２３年３月をもって閉園する予定であることか

ら、豊岡小学校内に移転しようとするものでござい

ます。その設計を行います。また、２０２２年度に

改修工事を行い、２０２３年４月に開所を予定して

おります。 

 次に、３、就学前の教育・保育の充実についてで

す。質の高い就学前の教育・保育の推進については、

２０２０年に策定した第２次スタンダード・カリキ

ュラムを活用しながら、まなびの公開保育を実施し、

実践強化を図り、職員の資質と教育・保育の質の向

上に取り組んでおります。 

 あわせて、カリキュラムを有効に活用できるよう、

保育の実践の留意点などを具体的にまとめた活用

の手引きの作成を現在進めておりまして、今年度中

に完成の予定でございます。 

 （２）の運動遊び・英語遊び保育につきましては、

豊岡の特色のある取組の一つです。今後も引き続い

て、子供の実態に合わせて内容の充実に努めながら、

幼児期の運動遊び・英語遊びを推進していきたいと

考えております。 

 ４の子育て支援総合拠点等整備構想の推進につ

いてですけども、こちらのほうはアイティの４階と

７階フロアに子育ての支援の強化・充実を図るため

に、屋内型の遊び場や一時預かりの機能を設けると

ともに、また、子育てセンターとこども支援センタ

ーを集約して、子育て支援の総合拠点等を整備しよ

うとするものでございます。４階部分について、こ

のたび、それぞれ施工業者が決まりましたので、２

０２２年３月下旬のオープンに向けて、工事のほう

を進めてまいりたいと考えております。 

 説明は以上となります。 

○委員長（田中藤一郎） 以上で教育委員会の説明は

終わりました。 

 ただいまの説明について、質疑、ご意見等があれ

ばお願いいたします。どなたからでも結構です。 

 上田委員。 

○委員（上田 伴子） １点、お聞きしたいんですが、

４０ページ、三江小学校のトイレの改修ってありま

したが、今現在、小学校なんかで、例えばここは洋

式トイレになってないということなんだと思うん

ですけども、今現在で小学校、中学校で洋式トイレ

になってないようなところはどれぐらいあるんで

しょうか。 

○委員長（田中藤一郎） はい。 

○教育総務課参事（宇川 義和） 現在、ちょっと手
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持ち資料がないので、本当の概略でよろしいでしょ

うか。洋式の大便器の分なんですけれども、洋式に

なっているのは４０％ぐらい、全体の中で、それで、

学校によっても建設年次が違いますので、各学校に

よって整備率が違うような状況であります。以上で

す。 

○委員長（田中藤一郎） 上田委員いいですか。 

 どうぞ。 

○委員（上田 伴子） そこを洋式化にしていくとい

うような計画は、今のところはない。順次していく

というようなことはあるんでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） どうぞ。 

○教育総務課参事（宇川 義和） 具体的な計画は今

のところ、大規模改修と併せて洋式化、今現在、整

備しているのは、そういう場合は全部洋式というこ

とで改修しております。そのほかに特別な事情があ

る場合、どうしてもここのトイレに洋式が必要だと

いうふうな状況がありましたら、それは個々で対応

しているという状況であります。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 上田委員。 

○委員（上田 伴子） 特別な事情と言いましたが、

子供さんによって障害があるとか、どうしても洋式

でないと用が足せないようなお子さんがいらっし

ゃるとか、そういうことを学校現場のほうから上が

ってきた場合ということでありましょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 宇川参事。 

○教育総務課参事（宇川 義和） そのとおりで、特

別な配慮が必要な場合に対応しているというとこ

ろです。 

○委員（上田 伴子） 分かりました。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 そのほかありますか。よろしいですか。 

 何かあれば一般質問でも。（発言する者あり）何

か皆さん、遠慮がちなんで。（「時間がない」と呼

ぶ者あり）大丈夫ですよ、それは大丈夫ですよ。 

 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） ほんなら１点、ちょっと。す

みません、空調設備のことで聞きます。小・中、こ

れで９月末で何校やったかな、終わって、もう普通

教室は既にこれ、完了という理解でいいのか。 

 それと特別教室、理科室とか実験室とかいうこと

も充足されたのかどうかだけ、ちょっと聞かせてく

ださい。 

○委員長（田中藤一郎） 永井課長。 

○教育総務課長（永井 義久） 普通教室につきまし

ては、もう前年度、前々年度ですね、全て完了して

おります。特別教室の中でも特に利用頻度の高い音

楽室と理科室ですね、小学校は全てやっております

し、中学校につきましても家庭科室、特に利用頻度

の高いものを中心にやっています。一部できてない

ところがございますが、そこは今後の熱源といいま

すか、冬場の暖房と夏場の冷房を効率的に将来統一

していきたいというようなことも思っていますの

で、今後、大規模改修等に併せて、残った部分を整

備していきたいというふうに思っています。現状は

残っているのは、利用頻度の低い特別教室というふ

うにご理解いただけたらと思います。 

○委員長（田中藤一郎） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） すみません、理解しました。

利用頻度の低い特別教室だけが、小・中も含めて残

っているという理解でいいんですよね。 

 それは、利用頻度が低いんだけども、夏場なんか

短期集中でその教室を利用する場合に、やっぱり利

用されるとなったら、教室を利用するところについ

ては短期間であっても必要かなと思いますので、そ

れはちょっと検討をしていただくというか、普通教

室はもう全てできたので、特別教室まではしっかり

取り組んでいただきたいなと、これはちょっと要望

にしときます。 

 以上です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか何かありますか。

時間は大丈夫です。あくまで事務概要ですので。 

 それでは、よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） それでは、この件はこの程

度にとどめたいと思います。 

 以上で地域コミュニティ振興部、教育委員会の事

務概要の説明、質問等は終わりました。 
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 ここで、委員もしくは当局の皆さんから、特に発

言はありませんか。大丈夫ですか。 

 それでは、ないようですので、ここで委員会を暫

時休憩します。 

 また、当局員の皆さんにつきましては、ここで退

席いただいて結構です。お疲れさまでした。 

午前１１時２２分休憩 

──────────────────── 

午前１１時２４分再開 

○委員長（田中藤一郎） すみません、それでは会議

を再開します。 

 次に、（２）ですが、今後１年間の当委員会の重

点調査事項を決定したいと思いますので、ご協議を

お願いいたします。 

 本年４月に前期の委員会で確認した重点調査事

項を参考にお手元に配付しておりますので、これを

基に協議を行いたいと思います。 

 資料３ページの別紙１をご覧ください。９項目に

ついてですが、この件について、ご意見等お願いを

いたします。 

 暫時休憩します。 

午前１１時２５分休憩 

──────────────────── 

午前１１時２６分再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、会議を再開しま

す。 

 休憩中に協議を行いまして、前期の重点調査と同

じく９項目の重点調査事項とすることで、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定いたします。 

 続いて、次に（３）各種委員の選出についてです。 

 資料４ページ、別紙２にありますように、まず下

段に記載しているとおり、条例等によりまして、委

員長の充て職として、（１）民生委員推せん委員会

の委員、（２）豊岡市青少年問題協議会委員、（３）

豊岡市災害対策本部出席者、（４）豊岡市社会福祉

協議会評議員、（５）豊岡市功労者表彰審査委員会

委員、（６）豊岡市子どもと心でつながる市民運動

推進協議会会員を、また、副委員長の充て職としま

して、（１）民生委員推せん会の委員を務めること

になっております。 

 続いて、互選によるものとして、上段の記載のと

おり、当委員会から、豊岡市国民健康保険運営協議

会委員を４名、豊岡第２清掃センター管理運営協議

会委員を２名、豊岡市パチンコ店等建築協議会委員

を２名、豊岡防犯協会役員を２名、豊岡市奨学生選

考委員会委員を２名、それぞれを選出することにな

っております。 

 なお、豊岡市国民健康保険運営協議会委員は、括

弧書きの役員が指定されております。 

 また、豊岡防犯協会役員は、米印のとおり、住所

が旧豊岡市の委員ということと括弧書きの役員が

指定されておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 この件につきまして、ご意見を伺いたいと考えて

おります。 

 それでは、暫時休憩をいたします。 

午前１１時２９分休憩 

──────────────────── 

午前１１時３０分再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、会議を再開しま

す。 

 まず、豊岡市国民健康保険運営協議会委員に、会

長職としまして福田委員、会長代理職に芦田委員、

委員に上田委員、それから芹澤委員の４名です。 

 よろしいですか。 

 次に、豊岡第２清掃センター管理運営協議会委員

に芦田委員と義本委員の２名。 

 よろしいですか。 

 次に、豊岡市パチンコ店等建築協議会委員に芹澤

委員、前野委員の２名。 

 よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 豊岡防犯協会役員に、副会長職に岡本副委員長、

監事職に上田委員の２名。 

 よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 豊岡市奨学生選考委員会委員に義本委員、前野委
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員の２名と決定しました。 

 よろしくお願いをいたします。 

 次に、（４）委員会の席次について、ご協議をお

願いします。 

 本日は会派構成に配慮した形で着席していただ

いておりますが、ご意見等があればお聞かせくださ

い。 

 この分でよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） そうしましたら、この席順

で今後はまいりたいというふうに思っております

ので、よろしくお願いをします。 

 続いて、次に５のその他です。 

 この際、委員の皆さんから何かありましたらお願

いします。 

 暫時休憩します。 

午前１１時３２分休憩 

──────────────────── 

午前１１時３２分再開 

○委員長（田中藤一郎） 会議を再開します。 

 皆さん、ないということですので、よろしくお願

いします。 

 以上をもちまして文教民生委員会協議会を閉会

いたします。お疲れさまでした。 

午前１１時３３分閉会 

──────────────────── 


